第1回森里海をむすぶ植樹祭の開催に当たって

　汽水の海、有明海の干潟の呼吸が感じられる多良岳の中腹に、未来世代の幸せを願う人々が集い、海のいのちの源、豊かな森を育む「第1回森里海をむすぶ植樹祭」を迎えることができました。

　2017年「有明海再生冊子」発行、2018年「有明海の再生に向けた東京シンポジウム」開催、2019年「いのち輝く有明海を－分断･対立を超えて協働の未来選択へ」出版、諫早市での「有明海再生シンポジウム」開催などがつながり、多良岳山麓で農林業に携わる人々、諫早湾で漁業を営む人々、諫早市で地域社会の再生を願う人々が結び合い、全国からの協賛を得て、本植樹祭の実現に至りました。

　この植樹祭は、自然の循環と共に生きる確かな未来社会を孫の世代のために作り直そうとの思いのもとに、森を育てて海を豊かにする全国の取り組みとも連携し、限りなく豊かであった有明海と有明海地域社会の蘇生を願うものです。この確かなキックオフを、4月宮崎県椎葉村海山交流植樹祭、5月大阪府ウナギの森植樹祭、そして6月岩手県室根町での“元祖”森は海の恋人植樹祭へとつなげ、世界に誇れる有明海社会とこの国の確かな未来へ歩み出しましょう。
　　　　　　　　　　　　　
2020年3月20日　
森里海をむすぶ会

